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学力層別指導

学力層に応じた
組織的な指導で、
大学進学者数を伸ばす

◎１９４３年、岐阜市立工業高校として
開校、５６年に県立に移管し現校名に。
２０１５年度、文部科学省「ＩＣＴを活
用した教育推進自治体応援事業」の
指定を受ける。レスリング部やバレー
ボール部、自転車競技部など、全国
区で活躍する部活動を多数擁する。

国立大は、信州大に１人が合格。私立
大は、明治大、愛知工業大、中部大、
名城大などに延べ 29 人が合格。短大、
専門学校進学 33 人。就職は、川崎重
工業、中部電力、東海旅客鉄道、トヨタ
自動車などに175人。公務員3人。

設立

形態

生徒数

2015年度進路実績（現役のみ）

1943（昭和18）年

全日制／機械科・自動車科・電気科・
電子科・建築科・土木科／共学

１学年約280人

住所
　

電話

Web Site

〒500-8389
岐阜県岐阜市本荘3456-19

058-271-3151

219
指導変革の

成果実践背景

◎目的意識が明確な
生徒が少なく、学力
不足による大学進学
後の留年・中退や就
職試験の不採用など
進路面の課題を抱え
ていた

変革のステップ

◎意識調査の結果に
基づいて進路指導を
拡充し、基礎学力向
上に向けた学び直し、
上位層のための理数
コース・特進クラスの
設置などを実施

◎一般入試に挑戦す
る生徒が増え、特進
クラスから国立大学
合格者が出る。加え
て、就職への意欲も
高まった

http://school.gifu-net.ed.jp/ginan-ths/

岐阜県立

岐南工業高校
ぎ なん

　
こ
こ
数
年
、
岐
阜
県
立
岐ぎ

南な
ん

工
業
高
校
の
躍
進
が
著

し
い
。
信
州
大
学
や
岐
阜
大
学
な
ど
、
国
立
大
学
の
合

格
者
が
毎
年
出
て
お
り
、
雇
用
環
境
の
好
転
の
影
響
も

あ
っ
て
、
就
職
実
績
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
同
校
が
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
藤
原
竹
志
先
生
が

進
路
指
導
主
事
と
な
っ
た
４
年
前
の
こ
と
。
当
時
、
基

礎
学
力
の
定
着
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
り
就
職
試
験
で

不
採
用
に
な
る
生
徒
や
、
大
学
進
学
後
に
授
業
に
つ
い

て
い
け
ず
留
年
・
中
退
す
る
者
が
出
る
な
ど
、進
路
指

導
・
学
習
指
導
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　「本
校
に
は
、
中
学
校
時
代
か
ら
学
習
習
慣
が
定

着
し
て
い
な
い
生
徒
や
、
勉
強
が
苦
手
で
就
職
に
有

利
だ
か
ら
工
業
高
校
を
選
ん
だ
と
い
う
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
入
学
時
か
ら
目
的

意
識
を
持
た
せ
る
指
導
や
、
大
学
進
学
後
・
就
職
後

を
支
え
る
基
礎
学
力
の
定
着
に
重
点
を
置
く
、進
学
・

就
職
に
向
け
た
組
織
的
な
指
導
体
制
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
藤
原
先
生
）

　
特
に
同
校
が
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
は
、
成
績

上
位
層
の
生
徒
へ
の
指
導
だ
っ
た
。
早
期
か
ら
手
厚
い

指
導
を
し
て
い
れ
ば
伸
び
た
か
も
し
れ
な
い
生
徒
や
、

よ
り
高
い
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
も
っ
と
頑
張
れ
た
生

徒
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
れ
ま

で
担
任
個
々
の
力
量
や
努
力
に
頼
っ
て
い
た
指
導
を
、

組
織
的
・
効
率
的
に
行
う
た
め
の
改
革
に
着
手
し
た
。

山
積
す
る
課
題
を
前
に

組
織
的
な
進
路
指
導
へ
と
転
換
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ま
ず
進
路
指
導
部
が
行
っ
た
の
は
、
生
徒
の
意
識
や

進
路
先
の
実
情
な
ど
の
把
握
だ
。
進
路
指
導
部
の
古ふ

る

家や

幸こ
う

司じ

先
生
は
、
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
本
校
に
は
、
デ
ー
タ
を
指
導
改
善
に

生
か
す
体
制
が
な
く
、
生
徒
の
意
識
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
感
覚
的
に
し
か
捉
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

習
や
進
学
・
就
職
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
、
不
合
格

者
の
成
績
、
不
採
用
の
理
由
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
め

て
分
析
し
、
生
徒
の
課
題
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
適

宜
行
う
と
と
も
に
、
効
果
が
見
ら
れ
な
い
指
導
は
や

め
る
な
ど
、指
導
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
同
校
は
生
徒
・
保
護
者
・
企
業
へ
と
次
々

に
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
生
徒
に

は
、
就
職
で
重
視
す
る
こ
と
や
進
路
情
報
の
活
用
度
、

職
業
観
な
ど
を
聞
き
、
進
路
意
識
の
実
態
把
握
に
努
め

た（
図
）。同
校
に
求
人
が
来
て
い
た
約
２
０
０
社
に
は
、

生
徒
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
聞
い
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
の
結
果
、
１
年
生
で
は
就
職
先
選
び

の
条
件
と
し
て
、
仕
事
内
容
に
次
い
で
賃
金
体
系
や
休

日
が
き
ち
ん
と
取
得
で
き
る
か
な
ど
を
挙
げ
る
割
合
が

高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
働
く
意
義
を
自
覚
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　「
漠
然
と
『
大
学
に
行
き
た
い
』『
就
職
し
た
い
』

と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
最
後

ま
で
頑
張
り
抜
く
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
何
を

し
た
い
の
か
、
目
標
を
明
確
に
持
た
せ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
早
期
に
意
識
づ
け
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」（
古
家
先
生
）

　
１
年
生
で
の
進
路
行
事
を
大
幅
に
増
や
し
た
の
は
、

そ
の
た
め
だ
。
将
来
像
が
明
確
で
は
な
い
生
徒
・
保
護

者
を
対
象
と
し
た
進
路
相
談
週
間
、
保
護
者
対
象
の
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
始
め
た
。

ま
た
、
県
内
の
自
動
車
整
備
士
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
２
０
１
５
年
度
に
は
専
門

学
校
を
見
学
す
る
１
年
生
対
象
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
実
施

し
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
人
講
話
の
回
数
も
増
や
し
、
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
は
企
業
か
ら
講
師
を
招
く
よ
う
に
し
た
。

そ
う
し
た
外
部
人
材
の
活
用
は
、
生
徒
の
進
路
意
識
を

刺
激
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
師
が
社
会
に
目
を
向
け
る

良
い
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
社
会
人
が
共
通
し
て
言
う
の
は
、『
人
の
た
め
に

働
く
』
と
い
う
言
葉
で
す
。
給
料
や
休
日
を
重
視
し

て
仕
事
を
決
め
て
い
た
の
で
は
、
す
ぐ
に
や
る
気

を
失
い
、
早
期
離
職
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。『
働
く
』

こ
と
を
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
生

徒
の
心
に
響
く
伝
え
方
は
何
か
。
私
自
身
、
企
業
人

の
職
業
観
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
」（
古
家
先
生
）

　
教
師
が
普
段
か
ら
生
徒
に
話
し
て
い
る
内
容
が
、
講

師
の
言
葉
で
「
先
生
の
言
う
こ
と
は
正
し
か
っ
た
」
と

い
う
よ
う
に
、
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
外

の
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
・
教
師

と
も
に
、多
角
的
に
社
会
を
見
通
す
力
を
養
っ
て
い
る
。

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

上記以外に、「望ましい職業観の形成」「将来の進路の設計」についても、それ
ぞれ５項目を設けて調査し、生徒の実態を把握した。
＊学校資料から一部抜粋して編集部で作成

１年生の進路意識調査（抜粋）図

進路適性の理解度（％） YES どちらでもない NO

A.自分の特徴をつかんでいる 42.3 46.4 11.3

B.自分の進路希望への適性が分かっている 33.9 49.6 16.4

C.自分の能力の特徴を挙げることができる 32.8 49.3 17.9

D.自分の体力・健康などの特徴を挙げることができる 62.4 29.6 8.0

E.自分の性格、適性、能力、興味と進路先が結びついている 36.5 54.4 9.1

進路情報の理解と活用（％） YES どちらでもない NO

A. 必要な進路資料を自分で探せる 43.4 44.5 11.7

B. 産業や職業の種類や内容について調べている 32.1 31.4 36.5

C. 資格・免許の種類や取得方法について調べている 36.1 32.5 31.4

D. 希望の進路先の実際の様子を見学または聞くなどしている 17.5 30.7 51.8

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校

古
家
幸
司
　
ふ
る
や
・
こ
う
じ

教
職
歴
10
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。進
路
指
導
部
。

土
木
科
。「
常
に
生
徒
主
体
！
」

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校

藤
原
竹
志
　
ふ
じ
わ
ら
・
た
け
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。
電
気
科
。「
今
日
進
ま
な
け
れ
ば
明
日
も
進
ま
な

い
。
生
徒
の
進
む
べ
き
道
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
」

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校

林
　

貴
康
　

は
や
し
・
た
か
や
す

教
職
歴
11
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。進
路
指
導
部
。

機
械
科
。「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
た
い
」

生
徒
・
保
護
者
・
企
業
を
調
査
し

実
態
に
即
し
た
指
導
へ
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年１０月号指導変革の軌跡「青森県立むつ工業高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

岐阜県立　岐南工業高校岐阜県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　
学
力
層
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
に
も
力
を
入
れ

た
。
就
職
試
験
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
成
績
中
・
下
位

層
の
生
徒
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、
毎
朝
10
分

間
の
朝
学
習
だ
。
当
初
は
数
学
の
独
自
プ
リ
ン
ト
を
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
（
＊
１
）
の
直
前
な

ど
に
実
施
し
て
い
た
が
、
学
習
習
慣
の
定
着
と
落
ち
着

い
た
学
習
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
毎
日
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
、３
年
前
か
ら
全
学
年
で
実
施
し
て
い
る
。

１
年
生
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
マ
ナ
ト
レ
（
＊
２
）
の
標
準
編
、

２
年
生
は
挑
戦
編
に
、
３
年
生
は
学
校
独
自
の
就
職
対

策
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。
学
力
向
上
の
取
り
組
み
を

主
導
し
て
き
た
林
貴た

か

康や
す

先
生
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
マ
ナ
ト
レ
は
級
ご
と
の
テ
ス
ト
で
認
定
証
が
も

ら
え
、
目
に
見
え
る
成
果
が
出
る
た
め
、
生
徒
の
学

習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。本
校
に
は
、

潜
在
能
力
は
高
い
も
の
の
、
周
り
に
流
さ
れ
て
学
習

を
怠
っ
て
き
た
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め

て
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
自
分
が
学
習

に
向
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
学
習
が
楽
し
く

な
る
生
徒
も
い
ま
す
」

　
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
を
年
１
回
か
ら
３
回
に
増
や

し
、
テ
ス
ト
の
３
週
間
前
に
は
付
属
の
テ
キ
ス
ト

「O
ne-w

eek T
rial

」
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
た
。
結

果
は
、
生
徒
に
返
却
す
る
だ
け
で
な
く
、
校
内
で
の
過

年
度
比
較
、
他
校
比
較
な
ど
の
指
標
と
し
て
蓄
積
し
、

面
談
や
進
路
選
択
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
成
績
上
位
層
の
生
徒
の
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す
仕
組
み

と
し
て
、
理
数
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
公

募
制
推
薦
入
試
や
一
般
入
試
で
大
学
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
に
は
、
担
任
が
放
課
後
補
習
を
行
う
な
ど
、
志
望

に
応
じ
て
個
別
に
対
応
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
大
学
進
学
希
望
者
が
増
加
し
た
た
め
、
従
来
の
指

導
で
は
担
任
の
負
担
が
大
き
く
、
対
応
し
き
れ
な
く
な

り
、
組
織
的
な
指
導
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
出
て
き

た
。
さ
ら
に
、
国
語
や
数
学
、
英
語
な
ど
の
大
学
入
試

に
必
要
な
教
科
・
科
目
の
授
業
時
間
数
が
少
な
い
こ
と

も
課
題
だ
っ
た
。
工
業
科
に
お
け
る
５
教
科
７
科
目
の

単
位
数
は
、
普
通
科
に
比
べ
て
延
べ
30
単
位
ほ
ど
少
な

く
、
入
試
に
対
応
で
き
る
力
を
育
み
き
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　
そ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
２
年
生
か
ら
、

大
学
進
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
理
数
コ
ー
ス
」
と
、

そ
れ
以
外
の
「
専
門
コ
ー
ス
」
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
。

理
数
コ
ー
ス
に
お
け
る
５
教
科
７
科
目
の
単
位
数
は
、

普
通
科
と
同
じ
単
位
数
に
な
る
ほ
ど
増
や
し
、
専
門
科

目
を
少
な
く
し
た
。
科
目
に
よ
っ
て
は
、
１
科
目
の
履

修
者
が
少
人
数
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

教
育
課
程
を
組
む
こ
と
で
、
進
学
志
望
者
へ
の
指
導
体

制
を
充
実
さ
せ
た
の
だ
。
ま
た
、途
中
で
志
望
が
変
わ
っ

た
場
合
も
考
慮
し
、
３
年
生
で
専
門
コ
ー
ス
に
変
更
で

き
る
よ
う
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
と

し
た
。

　「
理
数
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
と
専
門
科
目
が
少
な

く
な
り
、
取
得
が
難
し
い
資
格
も
出
て
く
る
た
め
、

保
護
者
と
も
相
談
の
上
で
履
修
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
多
様
な
学
び
の
機
会
を
き
ち
ん
と
用
意
し
、
進

路
選
択
の
幅
を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
我
々
の
責

務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
藤
原
先
生
）

　
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
大
学
の
志
望
者
に
は
、「
特

進
ク
ラ
ス
」
を
用
意
し
た
。
こ
れ
は
、
希
望
者
が
参
加

で
き
る
放
課
後
・
土
曜
日
の
補
習
で
、
ウ
ェ
ブ
教
材
で

自
学
自
習
に
取
り
組
み
、
分
か
ら
な
い
箇
所
は
教
師
に

質
問
す
る
と
い
う
も
の
。
あ
く
ま
で
も
自
学
が
基
本
で

あ
る
た
め
、
学
習
に
自
ら
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
生
徒

で
な
け
れ
ば
つ
い
て
い
け
な
い
。
15
年
度
は
２
・
３
年

生
合
わ
せ
て
20
〜
30
人
が
登
録
。
年
度
末
に
は
５
、６

人
ま
で
減
っ
た
が
、最
後
ま
で
頑
張
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

国
立
大
学
や
私
立
大
学
の
一
般
入
試
に
次
々
と
合
格
し

て
い
る
。

　
成
績
上
位
者
を
対
象
と
し
た
表
彰
制
度
も
整
え
た
。

各
ク
ラ
ス
で
学
期
末
時
点
で
の
評
定
平
均
上
位
５
人
の

生
徒
を
表
彰
し
、
副
賞
と
し
て
校
章
が
箔
押
し
さ
れ
た

ノ
ー
ト
を
進
呈
し
て
い
る
。

５
教
科
７
科
目
の
授
業
時
間
を
増
や
し
た

理
数
コ
ー
ス
を
新
設

成
績
優
秀
者
の
表
彰
制
度
で

生
徒
が
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
醸
成

毎
朝
10
分
間
の
朝
学
習
で

基
礎
学
力
向
上
を
図
る

＊１　GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、
コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。
＊２　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプ
リント教材。
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１５年１０月号指導変革の軌跡「青森県立むつ工業高校」など
　　http: //berd.benesse.jp
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　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　「『
自
分
は
上
位
層
な
の
だ
』
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
良
い
意
味
で
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

１
度
表
彰
さ
れ
る
と
ほ
か
の
生
徒
か
ら
一
目
置
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
簡
単
に
は
成
績
を
下
げ
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。『
次
も
頑
張
ろ
う
』『
も
っ
と
上
に
行
き

た
い
』
と
い
う
意
識
が
、
自
律
的
な
学
び
に
結
び
つ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
林
先
生
）

　「
各
ク
ラ
ス
５
人
の
表
彰
は
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
上
位
３
人
に
す
る
と

常
に
同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
り
や
す
く
、
表
彰
の
対
象
が
固

定
化
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
５
人
と
す
れ
ば
、
６
位
以

下
の
生
徒
と
の
入
れ
替
え
も
容
易
に
あ
り
得
る
と
考

え
、
あ
え
て
５
人
と
し
た
。
上
位
10
人
ほ
ど
の
生
徒
の

間
に
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
生
み
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス

全
体
に
波
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
連
の
改
革
が
同
校
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
だ
。
国
立
大
学
合
格
者
の

増
加
に
加
え
、
私
立
大
学
へ
も
、３
年
前
か
ら
は
指
定

校
推
薦
入
試
だ
け
で
な
く
、
一
般
入
試
に
挑
戦
し
、
合

格
を
勝
ち
取
る
生
徒
が
大
幅
に
増
え
た
。
さ
ら
に
、
生

徒
の
意
欲
の
高
ま
り
を
受
け
、
15
年
度
に
は
、
土
木
科

の
生
徒
が
県
内
の
高
校
で
初
め
て
「
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」
の
測
量
部
門
で
優
勝
す
る

な
ど
、
課
外
活
動
で
も
成
果
が
表
れ
始
め
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
課
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
学

力
不
足
に
よ
る
就
職
試
験
の
不
採
用
や
進
学
後
の
留

年
・
中
退
は
減
っ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

不
足
の
た
め
に
不
採
用
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

の
だ
。

　
同
校
は
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
15
年
度
に
文

部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
推
進
自
治
体
応
援
事
業
」
を
軸
に
、
新
た
な
改
革

を
進
め
て
い
る
。
学
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
言
語
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
そ
の
具
現
化
に
向
け
て
、

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
の
整
備
、
教
員
研
修

や
公
開
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
16
年
２
月
の
公
開

授
業
で
は
、
生
徒
が
俳
句
に
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
曲

や
画
像
を
つ
け
、
編
集
意
図
を
解
説
す
る
言
語
活
動
を

行
っ
た
。
今
後
は
、
様
々
な
学
習
ス
タ
イ
ル
と
組
み
合

わ
せ
た
協
働
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
だ
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
は
、
お
そ

ら
く
本
校
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
部

活
動
で
培
う
明
朗
・
闊か

っ

達た
つ

さ
、
朝
学
習
や
理
数
コ
ー

ス
な
ど
で
培
う
学
力
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
協
働
す
る
力
が
加
わ
れ
ば
、
本
校
の
生
徒
へ
の

評
価
は
さ
ら
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。『
未
来
の
メ
ー

ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
担
う
の
は
本
校
の
生
徒
』

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
彼
ら
の
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
教
育
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」（
古
家
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

仕事に線引きをせず、
今の生徒に必要なことを考える

進路指導部　林　貴康

　長年、工業高校で指導していて感じるのは、生徒た
ちの可能性の大きさです。入学時には学習が苦手な生
徒もいますが、専門技能の習得や資格取得のための勉
強、部活動などに打ち込む中で、どんどん変わっていく
姿を何人も見てきました。中学校までの苦手意識を克
服し、わずか３年間で人生観を大転換させる可能性が、
工業高校の学びの中には凝縮されていると感じます。
　ここ４年間は進路指導部に所属し、朝学習や表彰制
度など、様々な学力向上策を打ち出してきました。私
はむしろ工業科の教師こそ、進路指導のノウハウを持
つことが必要だと思います。工業高校の生徒に求めら
れる力、大学入試の優遇制度などの情報を普通科の先
生などに伝え、「この科目を重点的に指導してくださ
い」「口頭試問の対策をお願いします」などと、積極
的に連携を図ることで、生徒の合格の可能性はさらに
高まるはずです。
　もし、ほかの分掌になったとしても、同じように学
校を良くする姿勢で臨みたいと思います。今の生徒や
学校に何が必要なのかを考え、学習習慣の定着や意欲
向上に課題を見いだし、その解決のために何をすべき
かを考えた結果が、一連の取り組みにほかなりません。
大切なのは、所属先ではなく、目の前の生徒に何が必
要なのかを考えることです。これからも自分の仕事に
線引きをせず、あらゆることに貪欲に取り組んでいき
たいと思います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
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